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研究成果の概要（和文）：北東シベリアで話されるコリマ・ユカギール語（ユカギール語族）とアリュートル語
（チュクチ・カムチャッカ語族）を対象に、19世紀末以降に収集されたテキストに文法的な注釈を付したテキス
トコーパスを構築し、それに基づいてこれらの言語におけるいくつかの文法現象に関する記述の精緻化と通時的
変化の解明を進めた。また、言語接触状況の解明を目的として近隣諸語との対照を行い、それぞれの言語が他言
語から受けた、または他言語に与えた文法的影響のいくつかの具体的事例を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The project has constructed text corpora with grammatical annotations based 
on texts collected since the late 19th century, focusing on two languages spoken in northeastern 
Siberia: Kolyma Yukaghir (Yukaghir language family) and Alutor (Chukchi-Kamchatkan language family).
 Utilizing the corpus data, we have advanced the refinement of descriptions and the clarification of
 diachronic changes related to some grammatical phenomena in these languages. Moreover, in order to 
comprehend language contact situations, we have also conducted comparative studies with neighboring 
languages, revealing several specific instances of grammatical influences that these languages have 
either received from or exerted on other languages.

研究分野：言語学

キーワード： 言語学　ユカギール語　アリュートル語　コーパス　文法変化　言語接触　古アジア諸語　シベリア
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研究成果の学術的意義や社会的意義
シベリア先住民諸言語のコーパス構築とその共有はこれまでほとんどなされていない。このような現状に鑑み
て、本研究が構築、公開したコリマ・ユカギール語およびアリュートル語のコーパスは、本研究内で実施した文
法研究のみならず、今後のこれらの言語の研究の進展に大きく貢献するリソースとなるであろう。また、本研究
が明らかにしたコリマ・ユカギール語、そしてアリュートル語における文法上の通時的変化および近隣諸言語と
の影響関係は、これまでにまったく注目されてこなかった新たな言語的事実であり、個別言語の研究という側面
においても、シベリア先住民諸言語の研究という側面においても大きな進展をもたらしたと言える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 本研究が研究対象とするユカギール語とアリュートル語は、シベリア先住民言語のひとつで
あり、いずれも消滅の危機に瀕した言語である。両言語に関するフィールドワークに基づく本格
的な記述研究と言語資料の収集が開始されたのは 19 世紀末から 20 世紀初頭のことであり、そ
の後、ソ連時代・ソ連崩壊後を通じて一定量の研究が蓄積されてきた。今後はこれらの資料およ
び研究を利用しながら、記述研究のさらなる精緻化を進めること、さらに、近隣諸言語との対照・
比較を行い、シベリアにおける諸言語の動態を解明してゆくことが期待される。しかしながら、
その支えとなる今日的な意味での言語リソースの整備や共有は未だほとんどなされていない。
言語資料がある程度蓄積された現在、本格的なコーパスを構築し、言語研究者や現地コミュニテ
ィーで言語教育や言語復興などに携わる人々と共有を進めることは極めて重要なことと考えら
れる。 
 
２．研究の目的 
 以上のような背景のもと、本研究ではユカギール語とアリュートル語を対象に、（１）形態情
報、統語情報、談話情報までの多層的な情報を注釈づけしたテキストコーパスを構築し、公開す
ること、（２）コーパスを利用してこれらの言語の文法現象の記述を精緻化すること、（３）収集
年代によってデータを比較することにより、19 世紀末から現在に至るまでに生じた具体的な文
法上の変化を明らかにすること、（４）近隣諸言語との対照から、言語接触による影響関係を明
らかにすることを目的に掲げた。 
 
３．研究の方法 
 本研究課題でコーパス化を進めるテキストとして以下を選定した。 
 

言語 文献 収集時期 テキスト数（語数） 
ユカギール語 Nagasaki（2015） 1990〜2000年代 35（約 13,500） 

Nikolaeva（1989） 1960〜1980年代 55（約 17,000） 
Jochelson（1900） 19 世紀末 100（約 23,000） 

アリュートル語 Nagayama（2015） 1990〜2000年代 20（約 7,500） 
Bogoras（1917） 19 世紀末 24（約 4,700） 

 
 このうち、Nagasaki（2015）および Nagayama（2015）は長崎（研究代表者）および永山（分担
者）がこれまでの現地調査において収集したテキストをキリル文字表記で書き起こし、ロシア語
訳を付したものである。また、研究開始前には、収集年代の古いものも含めすべてのテキストに
関して、ローマ字表記による電子化を終え、暫定的な形態分析を行なった段階にあった。 
 コーパス構築のプロセスでは、第一に、これらのテキストの各文・各語に対して (i) 形態素境
界、(ii) 形態素の意味・機能に関する情報（グロス）、(iii) 構成素の統語範疇（品詞）を与える
こと、あわせて和訳と英訳を行うことを目指した。このような情報の付与に際しては、一貫性を
高めるために、SIL International が開発した形態素解析ツール  FieldWorks Language 
Explorer（略称：FLEx）を利用した。第二に、さまざまな統語現象の中から、年度ごとに特定
の構造を選定し、それに関する注釈づけを進めることを目指した。その際に、句および節の構造
を表現するために、括弧付きツリー形式を採用した。第三に、上記のテキストに加えて、可能な
限り新たな資料を発見・収集し、コンピュータ上で読める形で入力することを目指した。 
 さらに、コーパス構築の過程でデータを観察することによって得られた新たな発見の中から
成果が出せる領域を選び、文法記述の精緻化と、文法変化の解明、および接触による影響関係の
解明へと繋げることを目指した。 
 
４．研究成果 
（1）2019 年度 
 ユカギール語およびアリュートル語の両言語のコーパス構築において、研究開始前に行って
いた暫定的な形態分析を再検討し、形態情報と品詞情報を付与する上での新たな方針を策定し
た。特に Nagasaki（2015）および Nagayama（2015）所収のテキストに対し、新たな方針に基づ
く注釈づけを実践した。ユカギール語については、Nagasaki（2015）所収のテキストの英訳と和
訳の作成も行なった。さらに、ユカギール語を例に、従属節構造、所有名詞句構造、文法関係と
いった統語情報の付与を自動化するための条件を洗い出し、括弧付きツリー形式のデータを自
動詞的に生成するためのスクリプトの作成を進めた。 
 コーパスを構築する過程で得られた知見、具体的には、本研究が構築を進めるコーパスを利用
した文法研究の可能性（ユカギール語）、コーパスを利用した辞書作成の過程で生じる諸問題（ア
リュートル語）、方言接触（アリュートル語）に関して研究発表を行った。 
 
（2）2020 年度 



 コーパス構築において、前年度に引き続き、形態情報と品詞情報の付与、従属節構造の付与の
作業をさらに多くのテキストに対して行なうと共に、テキストの英訳の作成も進めた。アリュー
トル語については、SNS やメールにより新たなテキストを収集し、コーパスに組み込む準備を
進めた。 
 ユカギール語のテキストに従属節構造を付与する際に見えてきた、目的節および補部節の述
語として用いられる動詞形式の歴史的変化についてその要因を検討し、ロシア語からの影響が
変化の引き金となった可能性が高いという結論が得られた。これについて研究発表を行い、さら
に論文としてまとめた。 
 アリュートル語に関しては、フィールドワークによる作例も含めた資料から、この言語の「複
統合性」と呼ばれる性質について再検討し、論文として発表した。 
 
（3）2021 年度 
 形態情報と品詞情報の付与、従属節構造の付与、英訳・和訳作成の作業を進めるとともに、ユ
カギール語に関して主節述語を構成する要素の注釈づけの方針を検討した。さらにテキストの
英訳・和訳の作成も進めた。アリュートル語については、未整理であった音声資料を整理し、新
たなデータとしてコーパスに組み込む準備を行なった。 
 ユカギール語のこれまでの記述研究において「迂言的過去」と呼ばれてきた述語形式に関して、
コーパスを用いた調査を進めた結果、この述語形式の現れた文が単に「過去の状況」を表すだけ
ではなく、「説明」「確信」「程度の甚だしさ」「内容疑問文」といった内容をもつこと、テキスト
を収集年代別に比較すると、「過去の状況」を表す例が次第に増えてきていること、この使用頻
度の増加にユカギール語の接触言語であるエウェン語東方言が影響を与えた可能性のあるとい
う結論が得られた。これについて研究発表を行い、さらに論文としてまとめた。 
 アリュートル語に関しては、新たに入手した方言資料に見られる方言的特徴を洗い出し、それ
について研究発表を行なった。 
 
（4）2022 年度 
 テキストに対する文法注釈（形態情報、品詞情報、統語情報）の付与、英訳・和訳の作成をさ
らに推し進めた。特に、長崎（研究代表者）と永山（分担者）が自身の現地調査により収集した
テキストについては、収集地、語り手、収集時期などのメタデータの整備も行なった。 
 ユカギール語のテキストについては、形態情報（グロス）と英訳・和訳、メタデータ、語彙・
形態素索引からなるテキスト集を印刷物として刊行したほか、バトラー（分担者）の協力のもと、
データ全体をオンラインで公開した（https://kytexts.github.io/）。オンラインデータについ
ては、新たな文法情報の一貫した注釈づけが終わり次第、今後も更新してゆく予定である。 
 ユカギール語とアリュートル語について、コーパスデータからロシア語との接触による文法
上の影響を洗い出し、国際学会においてそれぞれ研究発表を行なった。ここでの議論の中から、
アリュートル語の疑問詞 tita「いつ」の機能の変化を論文としてまとめた。 
 コーパス調査と文献資料調査から、ユカギール語とアリュートル語を含むシベリア諸言語・諸
方言の数詞における加法表現の類型を明らかにし、その分布から想定される言語間の接触状況
について考察し、論文として発表した。 
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